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『令和２年７月豪雨災害
（九州地方）について』

【⽬次】
1.豪⾬被害の位置，地形と地質
2. 降⾬の状況
3.河川と集落の関係
4.被災状況
5.復旧状況
6.今後の⼠業連携，相談会の拡充など
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※出典
国⼟地理院地図

1.豪⾬被害の位置，地形と地質

⼈吉市

熊本市

球磨川

福岡市

佐賀市
筑後川

⻑崎市

⿅児島市

宮崎市

⼤分市⽇⽥市

由布市久留⽶市

芦北町

⼤牟⽥市

※出典 国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所

●地層︓古い地層の上部に
新しい⽕⼭噴出物
（⼤規模⽕砕流堆積物）
が分布している。

●地形︓河川は東側から⻄
側へ流下し、⽐較的新しく
未固結の⼤規模⽕砕流堆積
物を押し流して盆地化して
いる。

●今回は、⻄側から東側へ
「線状降⽔帯」が発⽣し、
元々集⽔しやすい地形に⼤
量の⾬⽔が流⼊した。

⼤分県⽇⽥市

熊本県⼈吉市
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2.降⾬の状況
【2020年7⽉3⽇〜4⽇九州南部に

豪⾬災害が発⽣】※出典 福岡管区気象台

※出典 福岡管区気象台
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※出典 熊本地⽅気象台
︓⼈吉市

3.河川と集落の関係

今回、被害が⼤きかった、球磨川など⼭間部の
河川は、堤防の背⾯に主要な交通網（道路、鉄
道等）及び⺠家・⽥畑が隣接する。

※イメージ図

想定を超える河川⽔位を観測した場合、河川⽔
が⽣活圏に及び被害が激甚化する。
※⽇本は国⼟の関係上、このような河川が⾮常に多い。
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4.被災状況（九州）
令和２年７⽉豪⾬災害（2020/8/7内閣府発表）

死者 ⾏⽅不明 全壊 半壊 床上浸⽔ 床下浸⽔
(名) (名) (棟) (棟) (棟) (棟)

福岡県 2 0 4 3 1,461 3,569
佐賀県 0 0 2 4 28 182
⻑崎県 3 0 0 0 25 192
熊本県 65 2 195 388 5,712 2,275
⼤分県 5 1 60 174 283 435
宮崎県 0 0 2 4 2 8
⿅児島県 1 0 10 8 96 315
計 76 3 273 581 7,607 6,976

①熊本県球磨郡
球磨村渡地区

※googleマップより

相良橋

第⼆球磨川橋梁

⼩川

球磨川

⾈⼾樋管
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球磨川の川下り
（渡地区）

相良橋

第⼆球磨川橋梁
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相良橋落橋状況

※写真は古賀忠直⽒撮影

６ｍ位

堤外側樋管上屋

今回のHWL

※写真は古賀忠直⽒撮影

舟戸排水樋管

渡地区の被災状況
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②熊本県葦北郡芦北町 ※写真は津⼭輝男⽒撮影

芦北町⽥川（⽜渕地区）

芦北町勘場地区

※写真は津⼭輝男⽒撮影
県道芦北球磨線被害状況
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南からの強⾵
球磨川

⼤量の漂着ゴミが
不知⽕町沿岸に押
し寄せた

③熊本県宇城市不知⽕町

※googleマップより

⼤量の
漂着ゴミ
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④⼤分県由布市

（参考）過去の災害︓球磨川流域
熊本県⼈吉市周辺では、2000年以降5度の洪⽔
が発⽣している

2004年(H16.6) 2005年(H17.9)

2006年(H18.7) 2008年(H20.6)

2011年(H23.6)
梅⾬前線停滞 ※国⼟交通省⼋代河川国道

事務所HP(過去の災害)より
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（参考）過去の災害︓筑後川流域
⼤分県⽇⽥市では、2010年以降2度の豪⾬被害
が発⽣している

2012年(H24.7)九州北部豪⾬災害（花⽉川・⼤肥川等）

2017年(H29.7)九州北部豪⾬災害（花⽉川・鶴河内川等）

※⼤分県⽇⽥市HP
(⽇⽥市災害記録誌)より

5.復旧状況 ※出典 第１回令和２年７⽉豪⾬
復旧・復興本部会議（熊本県）より
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※出典 第１回令和２年７⽉豪⾬
復旧・復興本部会議（熊本県）より

※出典 第１回令和２年７⽉豪⾬
復旧・復興本部会議（熊本県）より
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※出典 第１回令和２年７⽉豪⾬
復旧・復興本部会議（熊本県）より

※出典 第１回令和２年７⽉豪⾬
復旧・復興本部会議（熊本県）より
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6.今後の⼠業連携，相談会の拡充など
令和２年７⽉豪⾬災害では、九州全体で被害
が発⽣した。
九州各県では、⼠業連携はそれぞれ組織化さ
れているが、⽇本技術⼠会や建築⼠会が参加
しているのは、福岡県のみである。
今後、九州各県において、⼠業との連携に取
り組むべきと考える。
●熊本県であれば、
「熊本県専⾨⼠業団体連絡協議会」

令和２年７⽉豪⾬災害で、被災者⽀援のため
の相談会を実施した事例を紹介する。

【事例①】福岡県久留⽶市北野校区
「床下対応講習会・相談会」

2020年8⽉2⽇（⽇）
第１部︓９時30分〜10時50分
第２部︓11時00分〜12時20分
主 催︓久留⽶市社会福祉協議会
講 師︓災害NGO結 前原⼟武 ⽒
相談会講師︓⽇本技術⼠会九州本部２名、

福岡県弁護⼠会３名
1）床下浸⽔、床上浸⽔した場合の、家屋の
適切な対応に関する講義(30分)

2）和室、洋室の床のはがし⽅、撤去⽅法、
消毒⽅法、乾燥⽅法に関する実演(30分)

3）相談会の開催(20分)
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写真1. 和室が浸⽔した場合の実演 写真2. 洋室が浸⽔した場合の実演

写真3. 全体の様⼦（第２部） 写真4. 技術⼠への相談の様⼦

【事例②】福岡県久留⽶市城島町
「床下対応講習会・相談会」

2020年8⽉8⽇（⼟）10時00分〜12時20分
主 催︓久留⽶市社会福祉協議会
講 師︓災害NGO結 前原⼟武 ⽒
相談会講師︓⽇本技術⼠会九州本部3名、

福岡県弁護⼠会３名
主な相談内容
1）床下浸⽔、床上浸⽔した場合の、家屋の
適切な対応に関する講義(50分)

2）和室、洋室の床のはがし⽅、撤去⽅法、
消毒⽅法、乾燥⽅法に関する実演(40分)

3）相談会の開催(40分)
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写真1. 和室が浸⽔した場合の実演 写真2. 洋室が浸⽔した場合の実演

写真3. 技術⼠への相談の様⼦ 写真4. 技術⼠への相談の様⼦

被災者の相談は、
●住居⾃体の相談
●住居周辺部（裏⼭、擁壁、⽥畑）の相談
●今後の対応に関する相談
●⼼理的相談
●「どうしてよいのかわからない。」

といった相談など、様々です。それぞれの相談
に丁寧に対応することがとても⼤切です。

災害の種類や規模によって、相談内容は異なり
ます。さらに、発災当初、復旧段階、復興段階
といった時間的な経過によっても相談内容が異
なります。私たち講師は、平常時から⼗分に勉
強して対応する必要があると感じています。
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第16回全国防災連絡会議

防災⽀援委員会の取り組みについて

野村 貢
防災⽀援委員会委員⻑

技術⼠（総合技術監理部⾨、建設部⾨）

1

本⽇の話題

1．

2． 2019年台風19号災害復興支援プラットフォーム

3．

防災支援委員会について

PE-Bosai 2020 プロジェクト

4． 防災支援活動における技術士，日本技術士会の活用

2

1

2
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2

防災⽀援委員会の紹介
• 社会委員会（常設委員会）傘下の実⾏委員会

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/002/002980.html 3

防災⽀援委員会の紹介
• 災害被害の軽減（事前対応）と⼤規模⾃然災害発⽣後の⽀
援を主務とし，防災⽀援活動を⾏う会員の育成を図る
社会委員会所掌事項 主要業務

科学技術を通した本会及び
会員の社会活動に関する事
項

1. 社会貢献活動の総合的な管理，企画，実施
2. 防災活動，科学技術振興，及び地域産業活性化等を通した行政支援及び

地域社会への貢献に関
3. わる事項
4. 裁判所への協力等司法支援の実施

名称 設置目的 所掌事項及び主要業務

防災支援委員会 災害被害の軽減を目的とした平時か
らの技術的支援活動，また大規模自
然災害発生後の技術的な支援活動な
どを通しての本会並びに会員として
の社会貢献活動の企画・運営

① 災害被害を軽減する活動への支援
② 地域コミュニティ防災への支援
③ 防災支援活動会員の育成
④ 大規模自然災害発生後の技術的観点からの

支援

4

3

4
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防災⽀援委員会の体制
• すべての地域本部および13部⾨（機械，電気電⼦，化学，⾦
属，上下⽔道，衛⽣⼯学，農業，森林，⽔産，経営⼯学，
原⼦⼒・放射線，情報⼯学，建設）計24名の委員で構成

• 地域本部から参加の委員は，地域本部の防災関連委員会との連
携を担当

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/categories/index515515.html

5

防災⽀援委員会の活動
• 地域本部，県⽀部と連動した展⽰会等を通した防災広報活動
• 防災技術セミナーの開催

6

5

6
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防災⽀援委員会の活動
• 防災技術調査団による踏査，調査報告書作成
• 地域本部防災委員会が中⼼となった被災地復興技術⽀援

7

防災⽀援委員会の活動
• ⼠業連携による防災啓蒙活動，相談会の開催

8

7

8
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5

防災⽀援委員会の活動
• みんなで学ぶ「防災まち歩き」などの市⺠啓蒙活動の実施

9

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/002/attached/attach_2965_3.pdf 10

9

10
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本⽇の話題

1．

2． 2019年台風19号災害復興支援プラットフォーム

3．

防災支援委員会について

PE-Bosai 2020 プロジェクト

4． 防災支援活動における技術士，日本技術士会の活用

11

災害復興プラットフォームとは（2019年規則改訂）
• ⼤規模⾃然災害が発⽣した場
合、本委員会の判断により、被
災者及び被災地の復旧復興に
対する、専⾨技術⾯からの⽀援
を検討・実施する上での中⼼的
機能を果たすため、本委員会内
に委員により構成する組織

• 従来の「防災会議」に代わる⽇
本技術⼠会の⼤規模災害対応
の枠組み

12

11

12
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7

2019年台⾵19号
• 被害は東海，関東甲信，東北におよび，死者・⾏⽅不明94名
• 阿武隈川，千曲川など⼤規模に氾濫

13

2019年台⾵19号災害復興⽀援プラットフォーム
• 2019年台⾵19号被害については⾯的な拡がりも⼤きいことから、各
地で⼠業連携などに基づく相談会開催などの活動要請が⽇本技術
⼠会、地域本部、県⽀部に寄せられる可能性があった。このような要
請に対して情報を共有し、技術⼠による円滑かつ効果的な活動を⽀
援するため、防災⽀援委員会規則に基づく2019年台⾵19号復興
⽀援プラットフォームを設置

• 台⾵通過の3⽇後（10/16）に，東北本部，北陸本部および関
東甲信県⽀部に通知し活動を開始

14

13

14
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2019年台⾵19号災害復興⽀援プラットフォームの
主な活動

1. 各被災地における⼠業連携による相談会、⾃治体による相談会等
の情報収集整理

2. 相談会等への技術⼠派遣要請の整理、県⽀部で対応できない分
野、⼈員の要請に対する他地域本部、⽀部への応援要請

3. 活動記録の収集、整理

15

2019年台⾵19号災害復興⽀援プラットフォーム
から地域本部，県⽀部への要請事項

1. 各地の⼠業連携または単独の⼠業組織、⾃治体からの被災
者相談会等開催の計画について、情報共有させて頂く

2. 技術⼠の参加を要請された場合、どのような要請内容であるか、
情報共有させて頂く

3. 要請に応えるにあたり、県⽀部で不⾜する⼈材、⼈数などにつ
いて、情報共有させて頂く
具体的に寄せられた情報は，防災支援委員会ホームページにて整理，
公開しています。

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/006/006838.html 16
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本⽇の話題

1．

2． 2019年台風19号災害復興支援プラットフォーム

3．

防災支援委員会について

PE-Bosai 2020 プロジェクト

4． 防災支援活動における技術士，日本技術士会の活用

17

PE-BOSAI 2020 プロジェクトとは
• 技術⼠及び⽇本技術⼠会の防災活動を体系化し、その活⽤を広く
社会に発信するための活動を企画する

• 2020年5⽉に理事会承認を受け，ワーキンググループを発⾜

1 大元 守 防災支援委員会元委員長

2 上野 雄一 防災支援委員会元委員長

3 田村 裕美 防災支援委員会前委員長

4 秋田 義一 防災支援委員会委員/情報工学部会

5 天羽 誠二 防災支援委員会委員/四国本部

6 持田 拓児 防災支援委員会委員/九州本部

7 野村 貢 防災支援委員会委員長/建設部会

https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/007/007281.html 18

17

18
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PE-BOSAI2020 とは
• 技術⼠、⽇本技術⼠会における防災⽀援活動の再定義
• 技術⼠、⽇本技術⼠会における防災⽀援活動の発掘、編纂
• 技術⼠、⽇本技術⼠会による防災⽀援活動の拡⼤、活性化、社会実装
• 技術⼠、⽇本技術⼠会の防災⽀援活動の社会発信

19

技術⼠、⽇本技術⼠会における防災⽀援活動の再定義

• 災害とは何か（⼤規模⾃然災害、サイバーテロなどマンメイドリスクもある）
• 事前防災の重要性（あらかじめリスクに備えて対処しておくことが被害の最⼩

化に繋がる）
• 事前防災を社会活動と企業活動に浸透すべき（例えば社会的インパクトの

⼤きい企業に事前防災の監査を必須化するなど）
• 発災時、緊急対応、復旧時、復興段階における技術⼠、技術⼠会活動の

位置付けを整理、各段階における技術⼠活⽤モデルを提案
• ⼠業連携など活動の輪の拡⼤

20
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技術⼠、⽇本技術⼠会における防災⽀援活動の発掘、編纂
• 全国、さまざまな場所、⽴場で技術⼠、技術⼠会は防災⽀援活動を実施し

ているが、それをまとめる場所がなかった
• 有意義な活動も記録されることなく、埋もれている
• これまでの活動やヒストリーを整理することは、新たな防災⽀援活動の参考に

なるとともに、技術⼠、⽇本技術⼠会の励みになるはず
• ⽇本技術⼠会の本来の公益性はここにあるのでないか

21

技術⼠、⽇本技術⼠会による防災⽀援活動の拡⼤、
活性化、社会実装
• 技術⼠の特性の理解とそれを活かした「技術⼠による防災⽀援メニュー」の社

会発信が必要
• ⾃治体、⼠業など関係団体に対する説明資料がないと、地域本部、県⽀部

活動に上⼿く活かせない
• 個の防災活動⽀援からネットワークへ（技術⼠登録者数9万⼈、⽇本技術

⼠会会員1.8万⼈/準会員0.3万⼈含む）
• 技術⼠、⽇本技術⼠会の潜在能⼒（⼈的ポテンシャル、多様性）を防災

⽀援活動のステージで引き出す
• 社会に実装されてこそ、技術も技術⼠も価値があり、会員はそれを望んでいる

22

21
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技術⼠、⽇本技術⼠会の防災⽀援活動の社会発信
• ⽇本技術⼠会のこれまでの防災、防災⽀援についての社会発信は⼗分で

あったか
• 全国防災連絡会議は、会員に向けた「内向き発信」、これまで⽇本技術⼠会

は「外部発信」の必要性を認識していたか
• 社会実装には、適切な情報発信が不可⽋（⽇常化プロセスの重要性）

23

重視するキーワード
• 災害の多様性、事前防災、ネットワーク、リスクマネジメント、科学技術、専⾨

性、技術の多様性
• 公益性、社会市⺠としての技術⼠・技術⼠会、⻑い歴史、埋もれたヒストリー、

繰り返す災害
• 社会実装、市⺠の理解、事業者への働きかけ、防災の⽇常化、技術⼠のマ

インド
• 情報発信、選ばれる技術⼠・技術⼠会

24
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本⽇の話題

1．

2． 2019年台風19号災害復興支援プラットフォーム

3．

防災支援委員会について

PE-Bosai 2020 プロジェクト

4． 防災支援活動における技術士，日本技術士会の活用

25

4.1 防災啓蒙活動資料の作成

防災カード（首都圏版）

家族で考える防災Q&A

これらの広報物は，すべて委員会ホームページに掲載しており，事務局に問合せ頂ければ，印刷物の提
供も可能です。
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/002/002965.html（防災知識集のページ）26

25
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4.1 防災啓蒙活動資料の作成

突然の大災害（和文版） 突然の大災害（英語版）

これらの広報物は，すべて委員会ホームページに掲載しており，事務局に問合せ頂ければ，印刷物の提
供も可能です。
https://www.engineer.or.jp/c_cmt/bousai/topics/002/002965.html（防災知識集のページ）27

4.2 防災関連⾏事開催（参加）⽀援

防災展示会への県支部との共同参加 ぼうさいこくたい2019名古屋への参加支援

28
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4.3 ⾃治体等からの防災有識者委嘱

• 技術⼠の⾼い専⾨性，応⽤能⼒を期待され委員会有識者として
の活⽤

• ⾃治体等から⽇本技術⼠会への有識者派遣依頼への応諾・派遣
委嘱者 案件名 対応

1 栃木県小山市 災害対策本部システム整備事業簡易
公募プロポーザル審査委員

防災支援委員会関係者2名が委員と
して対応

2 静岡県浜松市 浜松市国道152号秋葉トンネル災害
対策委員会委員

防災支援委員会関係者1名が委員と
して対応

29

4.4 ⼠業連携，防災協定締結等の⽀援

行政ならびに防災関係機関等との
災害時支援協定締結に関するガイドライン（案）

災害時支援活動計画
(SAPD)

30
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30
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最後に
• 防災⽀援活動は，事前対応による減災から被災後のケア，復興
計画とその実現までさまざまです

• 技術⼠には，その専⾨性を活かしたリスクマネジメントとしての事前
対応への関与はもとより，危機察知⼒を活かした地域防災への積
極的関与が求められています

• ⽇本技術⼠会の防災組織体制は，統括本部委員会から県⽀部
まで連携すべく努⼒しています

• 皆様の積極的な関与を期待しています
31

31
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